
（様式１）

申請日：

①学校名： ②所在地：

③課程名：

④正規課程／
履修証明プログラム： ⑤定員： ⑥期間：

⑦責任者：

⑨申請する課程
の目的・概要：

1
女性活躍

3
中小企業活性化

5
環境保全

7
医療介護

○
9

起業

2
地方創生

4
DX

6
就労支援

8
ビジネス等

10
防災危機管理

⑪履修資格：

⑫対象とする職
業の種類：

⑭教育課程：

⑮修了要件（修了
授業時数等）：

⑯修了時に付与さ
れる学位・資格等：

⑰総授業時数： 単位
⑱要件該当
授業時数：

53 単位 91.4 ％

⑱該当要件 企業等 双方向 ○ 実務家 ○ 実地

職業実践力育成プログラム（ＢＰ）への申請について

令和8年4月18日

正規課程（修士）

医療管理学研究科医療安全管理学専攻

必修科目・選択必修科目・選択科目及び特別演習を計22単位以上取得し、かつ修士学位論文を提出して審査に
合格（8単位取得）することを修了要件とする。

⑬身に付けること
のできる能力：

学校教育法 第百二条に規定する大学院に入学することができる者

⑩１０テーマへの
該当

医療管理学研究科
研究科長 石松　一真

⑧開設年月日： 平成23年4月1日

医療機関の医療職者（看護師、臨床工学技士、理学療法士等）、事務職者（診療情報管理士、会計担当者等）、
医療福祉系教育機関（専門学校等）の教員、等

（身に付けられる知識、技術、技能）

（得られる能力）

２年間48名

⑲要件該当授業時数
　　／総授業時数：

58

本研究科の教育課程は、医療情報学、医療倫理学、安全心理学などの基礎科目の上に、医薬品安全管理学、感染制御
学、患者参加論、医療経営管理学などの実践科目を配置し、医療セーフティマネジメント学と医療リスクマネジメント学をグ
ループディスカッション等の双方向授業や実務家による授業などで体系的に学修できるカリキュラムとなっている。さらに、事
例研究や特別演習、課題研究を通して、医療安全管理学と医療経営管理学の実践的な能力と研究能力を養うことができ
る。

大学院（私立）滋慶医療科学大学

医療安全管理学並びに医療経営管理学に関する知識、及びその実践に必要な技術・技能

チームをまとめて目標達成させるためのマネジメントする能力

医療機関等で患者・利用者の安全と安心を担う医療安全管理学及び医療経営管理学分野の人材を育成する大
学院修士課程である。本プログラムでは、医療セーフティマネジメント学と医療リスクマネジメント学を中心としたカ
リキュラムに基づき、各受講者の経験等も踏まえた双方向授業により、医療安全管理学及び医療経営管理学分
野における実践的な能力と研究能力をあわせもったリーダー人材を養成する。

大阪府大阪市淀川区宮原1-2-8

修士（医療安全管理学）



⑳成績評価の方
法：

㉑自己点検・評価
の方法：

㉒修了者の状況に
係る効果検証の方
法：

㉔社会人が受講
しやすい工夫：

㉕ホームページ：

事務担当者名：

＊パンフレット等の申請する課程の概要が掲載された資料を添付してください。
＊様式に記載いただいた内容と欄外の「※集計用データ（文部科学省使用）」に記載の内容が、一致しているかを
　 必ずご確認ください。

㉓企業等の意見
を取り入れる仕組

み：

（教育課程の編成）

教育課程編成については、医療機関の理事長や看護師等の医療職者の職能団体の関係者を学外委員とする大
学関係者評価委員会において検討し、その結果を本学の各委員会にフィードバックして改善につなげる。

（自己点検・評価）

本学の自己点検・評価結果は、医療機関の理事長や医療職者の職能団体の関係者を学外委員とする大学関係
者評価委員会でさらに検討し、結果を自己点検・評価委員会にフィードバックする。

学校教育法第109条第１項に定めに則り、本学自己点検・評価委員会が大学全体の自己点検・評価とともに、本
プログラムの評価と検証を実施する。またその結果について、本学大学関係者評価委員会の学外・学内委員が
評価を行い、フィードバックする。当該検証・評価結果については、本学ホームページにおいて公表する。

事務担当者
連絡先：

（電話番号） 06-6150-1336

（担当係E-mail) jimu@juhs.ac.jp

金田　太吾

受講者に対して各科目の授業評価アンケートを実施し、科目担当教員にフィードバックを行う。また、修了生を対
象としたアンケート調査を行い、その結果を分析して該当する各委員会にて議論を行い、カリキュラム内容や授
業方法、得られた能力等について検証を行う。

担当部署： 事務局

授業は、平日（火曜～金曜）の夜間及び土曜日に開講している。また、一部科目は集中講義とする。長期履修制
度を利用する場合は、3年目以降の授業料は徴収しない。自習室には各受講生に個別の机とロッカーを整備し、
社会人学生の学修と研究環境を整備している。

（ＵＲＬ）https://graduate.juhs.ac.jp/

出席状況、試験・レポートの成績、授業内のディスカッション等への参加、課題の提出等を総合的に評価する。修
士学位論文については、公聴会での発表を経て論文審査委員会が合と判定し、教授会において出席者の3分の
2以上の合の投票により、合格とする。
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	様式１（総括表）

